
※１：年平均気温はアメダス大潟観測所のデータを使用し、年間降水量はアメダス大潟、五城目観測所の平均値を使用した。
※２：防潮水門放流量は、八郎潟基幹施設管理事務所よりデータを収集した。
※３：漁獲量は秋田県農林水産業累年統計表及及び八郎湖増殖漁業組合からの聴取を参照した。
※４：人為的八郎湖流出負荷量とは、流出負荷量から自然系と市街地系を除いた部分（生活系、工場・事業場系、農地系の合計）であり、
       H20年度より始まった水田の落水管理により、約800kg/日の負荷削減が図られている。
※５：アオコ発生状況について、H21年度以前は大量発生という文言を使用していたが、H22年度に異常発生の条件が定義づけられたため、
       それ以降は異常発生という文言を使用している。
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S51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

野石橋 大潟橋 湖 心 年平均気温（℃） 環境基準（3 mg/L）

（mg/L）・（℃） 八郎湖のCOD（全層平均の75%値）推移と関連データ

第２期計画第１期計画 第３期計画

台風により海水が流入

（約2,800万㎥）

シジミ漁獲量日本一

西部承水路に間欠式空気揚水筒（レイクリフター）設置（H6～H20）

アオコ大量発生

年間漁獲量（ｔ）

アオコ大量発生

アオコ異常発生

西部承水路流動化事業実施（H12～14試験実施、H15～事業実施）

西部承水路高濃度酸素水供給実施

（H28～H30試験実施、R元～事業実施）

方上地区植生浄化施設運用実施（H20～25試験実施、H26～R3事業実施）

大久保湾流動化対策実施（H27～29試験実施、H30～R2事業実施）

農業集落排水処理施設の高度処理化（H18～24）
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S51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

年間降水量（mm） 防潮水門放流量（10万㎥） アオコレベル4以上発生割合(％) (mm)

（10万㎥）

年度

アオコ大量発生



※１：年平均気温はアメダス大潟観測所のデータを使用し、年間降水量はアメダス大潟、五城目観測所の平均値を使用した。
※２：防潮水門放流量は、八郎潟基幹施設管理事務所よりデータを収集した。
※３：漁獲量は秋田県農林水産業累年統計表及及び八郎湖増殖漁業組合からの聴取を参照した。
※４：人為的八郎湖流出負荷量とは、流出負荷量から自然系と市街地系を除いた部分（生活系、工場・事業場系、農地系の合計）であり、
       H20年度より始まった水田の落水管理により、約70kg/日の負荷削減が図られている。
※５：アオコ発生状況について、H21年度以前は大量発生という文言を使用していたが、H22年度に異常発生の条件が定義づけられたため、
       それ以降は異常発生という文言を使用している。
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S51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

野石橋 大潟橋 湖 心
年平均気温（10℃） 環境基準 （0.6 mg/L）

（mg/L）・（10℃） 八郎湖の全窒素（表層の年間平均値）推移と関連データ

第２期計画第１期計画 第３期計画

台風により海水が流入

（約2,800万㎥）

シジミ漁獲量日本一

西部承水路に間欠式空気揚水筒（レイクリフター）設置（H6～H20）

アオコ大量発生

年間漁獲量（ｔ）

アオコ大量発生
アオコ異常発生

西部承水路流動化事業実施（H12～14試験実施、H15～事業実施）

西部承水路高濃度酸素水供給実施

（H28～H30試験実施、R元～事業実施）

方上地区植生浄化施設運用実施（H20～25試験実施、H26～R3事業実施）

大久保湾流動化対策実施（H27～29試験実施、H30～R2事業実施）

農業集落排水処理施設の高度処理化（H18～24）
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S51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

年間降水量（mm） 防潮水門放流量（10万㎥） アオコレベル4以上発生割合
(％) (mm)

（10万㎥）

年度

アオコ大量発生



※１：年平均気温はアメダス大潟観測所のデータを使用し、年間降水量はアメダス大潟、五城目観測所の平均値を使用した。
※２：防潮水門放流量は、八郎潟基幹施設管理事務所よりデータを収集した。
※３：漁獲量は秋田県農林水産業累年統計表及及び八郎湖増殖漁業組合からの聴取を参照した。
※４：人為的八郎湖流出負荷量とは、流出負荷量から自然系と市街地系を除いた部分（生活系、工場・事業場系、農地系の合計）であり、
       H20年度より始まった水田の落水管理により、約16kg/日の負荷削減が図られている。
※５：アオコ発生状況について、H21年度以前は大量発生という文言を使用していたが、H22年度に異常発生の条件が定義づけられたため、
       それ以降は異常発生という文言を使用している。

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

S51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

野石橋 大潟橋 湖 心
年平均気温（100℃） 環境基準 （0.05 mg/L）

（mg/L）・（100℃） 八郎湖の全りん（表層の年間平均値）推移と関連データ

第２期計画第１期計画 第３期計画

台風により海水が流入

（約2,800万㎥）

シジミ漁獲量日本一

西部承水路に間欠式空気揚水筒（レイクリフター）設置（H6～H20）

アオコ大量発生

年間漁獲量（ｔ）

アオコ大量発生

アオコ異常発生

西部承水路流動化事業実施（H12～14試験実施、H15～事業実施）

西部承水路高濃度酸素水供給実施

（H28～H30試験実施、R元～事業実施）

方上地区植生浄化施設運用実施（H20～25試験実施、H26～R3事業実施）

大久保湾流動化対策実施（H27～29試験実施、H30～R2事業実施）

農業集落排水処理施設の高度処理化（H18～24）
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S51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 R2 R3 R4 R5 R6

年間降水量（mm） 防潮水門放流量（10万㎥） アオコレベル4以上発生割合(％) (mm)

（10万㎥）

年度

アオコ大量発生


